
金
揮
官
蹟
志
巻
十
二

吠
聾
似
v
雷
耳
。
と
あ
る
天
狗
を
ア
マ
ツ
キ
ツ
ネ
と
積
め
り
。
和
訓
莱

に
、
天
狗
共
疾
如
v
風
。
共
陸
軍
如
v
雷
。
震
動
可
v
長
e

た
ど
諸
害
に
見
え

た
り
。
か
L
る
妖
怪
に
よ
り
て
狐
と
は
訓
宇
る
た
る
べ
し
。
東
鑑
に

天
狗
鍾
託
の
事
、
源
氏
に
て
ん
ぐ
と
だ
ま
た
ど
い
へ
る
は
、
魁
魅
の

類
に
て
、
或
は
老
鷲
の
化
す
る
者
と
い
へ
り
。
我
邦
と
と
に
古
来
惟

説
多
し
。
と
れ
も
ま
た
忠
一
の
名
よ
り
出
で
た
る
怠
る
ぺ
し
。
訓
に
よ

り
て
夫
狐
と
も
物
に
書
き
た
り
。
ま
た
狐
に
天
狐
・
地
狐
・
人
狐
の
別

あ
り
て
、
今
い
ふ
天
狗
は
も
と
よ
り
夫
狐
也
と
も
い
ひ
、
四
宵
類
曲

に
、
狐
千
歳
興
v
夫
遇
矯
a
天
狐
-
と
見
ゆ
。
台
記
に
は
、
天
公
と
も
見

え
た
り
。
鳥
獣
と
も
に
天
狗
の
名
あ
り
。
烏
は
か
は
せ
み
、
献
は
ま

み
也
。
社
子
美
が
天
狗
賦
に
、
上
揚
邑
雲
務
-
令
下
列
=
猛
獣
-
と
い
へ
る

は
‘
三
泰
記
に
い
ふ
有
昌
天
狗
-
来
ー
下
。
有
v
賊
則
天
狗
吠
而
謎
v
之
。
と

云
ふ
者
な
る
べ
し
。
叉
五
朝
小
践
に
載
せ
し
飛
天
夜
文
と
い
ふ
物
.

格
上
よ
り
降
り
て
婦
人
を
泌
つ
。
形
島
常
鵠
に
似
た
り
と
。
叉
庚
西
遇

志
に
、
一
人
約
す
る
に
長
二
丈
、
商
潤
さ
三
尺
鈴
、
長
さ
是
に
傍
す
。

披
髪
烏
像
‘
背
広
二
翼
あ
り
と
い
ふ
者
‘
俗
に
い
ふ
所
に
能
く
合
へ

り
。
共
の
人
夷
語
を
能
く
す
と
い
へ
る
は
、
此
の
邦
よ
り
や
渡
り
け

ん
。
一
克
亨
締
書
に
、
仲
等
が
宜
児
の
事
を
い
ふ
に
、
潜
入
い
山
爾
v
経。

に
は
、
御
宮
坂
と
あ
り

τ、
今
も
世
人
御
宮
坂
と
も
い
へ
り
。
さ
れ

ば
御
前
坂
も
、
石
浦
枇
の
紳
前
な
る
坂
路
ゆ
ゑ
也
。
然
る
を
今
或
は
官

女
坂
と
書
き
て
、
種
々
の
妄
誕
を
附
合
す
る
僻
話
た
ど
を
世
人
脆
失

す
れ
ど
、
取
る
に
足
ら
宇
。
官
女
を
ゴ
ゼ
と
呼
べ
る
も
、
も
と
は
御

前
の
義
た
り
。
婦
人
を
御
前
と
呼
ぶ
事
は
、
上
代
よ
り
の
事
に
て
、

本
朝
文
料
品
句
一
菅
股
大
相
園
慰
昌
少
男
女
-
雑
詩
の
註
に
、
俗
調
=
貴
女
-

銭
v
御
。
登
取
=
夫
人
女
御
之
義
-
也
。
と
見
え
‘
東
鐙
に
、
幕
府
官
女

蹴
勉
前
一
ま
た
梶
原
景
秀
妾
鋭
=
慌
樹
前
-
た
ど
あ
り
て
、
義
経
の
安
を

静
御
前
と
呼
べ
り
。
徒
然
草
に
は
あ
ま
御
前
と
も
あ
り
。
文
古
今
著

聞
集
に
、
宇
治
左
府
御
武
名
太
郎
御
前
と
ぞ
申
し
け
る
。
曾
我
物
語

こ
に
、
す
け
ど
の
若
君
い
で
き
給
ひ
、
御
名
を
ば
せ
ん
鶴
御
前
と
ぞ

付
け
給
ひ
け
る
。
と
あ
り
て
、
御
前
を
ば
皆
ゴ
ゼ
と
呼
ぺ
り
。
然
れ

ば
む
か
し
は
男
女
共
に
御
前
と
呼
び
、
今
官
女
を
ぽ
御
前
と
い
ふ
も

女
の
美
穂
な
る
ぺ
し
。

O
石
浦
奮
位
地

、
此
の
地
は
、
庚
坂
逼
石
浦
紳
駐
の
奮
枇
也
。
此
の
地
に
初
め

τ銀
座

の
年
月
は
、
沓
記
に
所
見
怠
け
れ
ど
も
、
今
枇
磁
の
鹿
長
十
一
年
八

月
石
浦
七
村
氏
子
連
名
訴
般
に
、
慶
長
七
年
三
月
廿
九
日
に
石
う
ら

金
部
官
服
蕗
巻
十
ニ

..... 
f、

不
v
食
月
除
。
巳
而
得
且
凋
服
成
目
帥
仙
刊
と
見
h
、
綿
陽
勝
仙
を
得

τ

後
、
吉
野
山
に
て
息
異
に
遇
ひ

τ、
我
心
中
元
=
血
肉
-
遁
慌
生
昌
脊
毛
-

と
い
ひ
、
身
生
両
誕
-
飛
匙
益
中
-
と
見
ゆ
。
楚
僻
の
設
に
、
或
人
得
v

道
身
生
昌
矧
…
毛
-
と
い
へ
り
。
と
あ
り
。
今
按
宇
る
に
、
彼
の
篠
井
氏
が

若
滅
危
る
者
も
、
仲
等
・
陽
勝
が
如
く
、
仙
術
を
得
て
現
身
を
隠
し
た

る
に
や
。
世
に
天
狗
の
怪
談
多
き
に
依
り
て
、
愛
に
共
の
考
按
を
記

載
す
。
O
御

前

坂

此
の
坂
は
、
茨
木
町
よ
り
本
多
町
石
浦
奮
枇
地
へ
の
往
来
た
る
坂
路

に
て
、
背
は
坂
路
よ
り
枇
前
へ
の
直
道
た
り
。
故
に
御
前
坂
と
綿
し
‘

御
前
坂
を
ゴ
ゼ
坂
と
呼
ぺ
り
。
奮
停
に
云
ふ
。
む
か
し
は
此
の
坂
路

よ
り
石
浦
枇
ま
で
芭
道
た
る
が
ゆ
ゑ
に
、

E
面
に
紳
殿
を
見
渡
し
‘

貨
に
紳
前
の
坂
た
り
し
を
以
て
御
前
坂
と
稀
す
。
然
る
に
中
頃
本
多

氏
、
往
来
の
中
央
を
ば
調
馬
場
と
た
し
、
屈
曲
し
て
紳
枇
へ
ゆ
く
事

と
友
し
た
り
と
。
按
や
る
に
‘
河
北
郡
宮
坂
村
は
、
小
演
紳
祉
の
黒

.
樟
般
浦
に
銀
座
あ
り
し
頃
、
紳
前
の
坂
路
た
り
し
村
落
也
。
故
に
む
か

し
は
御
宮
坂
と
呼
ぺ
り
。
天
E
十
一
年
四
月
の
盟
太
閤
花
抑
の
制
札

に
は
、
加
州
石
川
郡
治
ま
へ
ざ
か
と
載
せ
ら
れ
、
延
貸
四
年
の
建
書

@ 

村
之
内
三
わ
ら
の
御
み
や
う
つ
し
の
時
、
御
せ
ん
ぐ
う
と
し
て
あ
ん

ぜ
ん
坊
石
う
ら
村
へ
御
出
候
云
々
。
と
見
え
た
れ
ば
、

m
艇
長
七
年
に

・
駐
殿
再
建
の
時
、
此
の
地

K
初
め
て
鐙
管
せ
し
に
や
。
往
昔
よ
り
の

議
枇
地
は
、
石
浦
町
の
裏
、
長
町
三
番
町
潟
香
・
由
井
の
元
第
地
に

て
、
今
も
奮
枇
地
と
稀
し
、
雑
木
生
茂
り
て
遺
蹟
依
然
た
り
。
是
箆

長
以
前
の
奮
枇
地
也
と
云
へ
り
。
さ
て
此
の
本
多
町
な
る
枇
地
は
.

鹿
長
の
末
本
多
安
房
守
政
重
再
仕
の
時
、
下
邸
を
此
の
地
漣
に
て
賜

は
り
け
る
に
依
り
て
、
制
批
は
他
所
へ
移
榔
す
べ
き
を
、
安
房
守
政

A

ぺ
旧
)

霊
共
の
健
袋
に
指
置
き
た
り
と
い
へ
り
。
改
作
所
日
記
に
載
せ
た
る

寛
文
十
一
年
四
月
石
浦
枇
別
館
長
谷
山
慈
光
院
の
書
附
に
、
先
年
故

安
易
殿
下
屋
敷
之
内
に
打
込
御
請
取
候
。
然
共
往
昔
よ
り
在
来
候
堂

之
由
に
而
共
憧
被
v
潟
v
置
、
寛
永
年
中
に
再
興
仕
候
刻
、
安
房
殿
b
御

断
申
上
侠
へ
ば
、
可
v
鋳
v
如
a
前
会
皆
被
v
仰
、
治
替
致
し
罷
在
。
と
記

載
し
、
同
年
五
月
邑
長
田
井
村
喜
兵
衛
の
書
付
に
も
、
先
規
は
石
浦

村
領
之
内
に
而
有
v
之
底
、
石
浦
村
領
先
年
安
房
殿
下
屋
敷
に
相
渡
り

候
刻
、
右
之
官
屋
敷
安
房
殿
下
屋
敷
之
内
に
折
込
相
渡
り
候
に
付
、

百
姓
共
か
ま
ひ
不
v
申
。
と
あ
り
。
故
に
奮
海
中
は
石
浦
枇
の
所
付

は
、
石
浦
村
と
書
来
れ
る
流
例
た
り
と
ぞ
。
然
る
に
明
治
腹
藩
置
勝

?匙




